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HCGを同時に漏紙電気泳動を行いデンシトメータ
{で計測したところ，人血清蛋自の町内戸 に一致
するような山がみられたが HCGがどの部分にある
のかは不明である。 また PAS染色したところ陽性
にそまった。一方抗 HCG家兎血清を人血清で吸収
して沈降反応を行ったところ 8倍の抗体価がありこ
れが HCGの抗体ではないかと考えられる。 
31. 1311 labelせる Gonadotropinの研究
社会保険羽津病院関 光倫
先I乙雌性白鼠の性中枢を研究して以来， G.の代謝
を研究する必要に迫まられた。 Sonenbergの変法 
にて FSH-NIH(National Institute of Health)， 
HCG-T (帝臓)および Prolactin-NIH & T に
1311 labelし，雌性白鼠に静注し，注射後5分， 20 
分および 60分の Radisactivityを血液，尿および
12の臓器につき Well-typeScinti1ation Counter 
で計測してその分布を見7こ。 さらに， Est. benz. 
100r1週間前処置せる雌J性白鼠につき， FSH-NIH 
および HCG・Tで同様追求した。 
注射後5分および20分で FSH-NIHおよび Pro-
lactin-NIHの全注射量の約 50%が， HCG-Tの約
30%が腎臓，肝臓に集まり， 60分で甲状腺に約 1%
が集まる。標的臓器たる卵巣には 4者共に特に多く
集まることもなく， Prolactin K対する乳腺同様他
臓器に比し特殊性がない。この実験で特に着目すべ
き点、は， Estrogen-Priming K依り視床下部，下垂
体前葉における 1311labelせる FSHの分布が充ま 
り， HCGのそれが減少することで G.と性中枢の関
係を追求する上に重要な事実と思われる。 
32.卵管機能に関する組織学的研究(第 1報)
羽島明
女性卵管不妊においては器質的障害による以外に
機能性不妊も相当多く見られる。卵管が自律神経支
配下にあり，外界よりの刺激或はホノレモンの不均衡
Kより，一時的に閉鎖状態を呈し，卵子輸送に不適
な状態となると考えられる。実際に卵管lと種々の自
律神経剤を投与すれば，その運動を変化せしめ得る
ので，機能性不妊は，自律神経失調に基づくと考え
られる。卵管の神経支配は卵巣神経叢および頚部神
経叢より発し，卵管疑膜より入り粘膜に微細に分布
しているといわれている。
Bielschowsky変法である瀬戸法により神経を染
色し，その卵管における分布状態を知りそれKょっ
て，機能性不全の解明の一助とする可く，始づその

基礎的な一部分に付いて発表した。

33，34.エストローゲン，ゲスターゲン投与の問
題
滝口光雄
エストローゲンとゲスターゲンによるホルモン療
法を，①出血を起きせようとする場合，②出血を止
めようとする場合，③その他の場合(a)性器外作
用， b)性器作用〕に分け，
①では各種の無月経，稀発月経，過少月経，妊娠
検査等につき， Kupperman方式のゲスターゲンテ
スト，エストロゲンテストの際のホルモン投与量に 
ついて論じ，また Kanfmankurのホノレモン投与 
量について，去勢婦人の内膜増殖および分泌期化に
要するホルモン投与量から考え標準的な投与量につ 
いて検討した。また妊娠と鑑別を要する軽度の続発
性無月経に消退性出血を来たさしむるに要するホノレ 
モン投与量について諸家の成績をまとめた。さらに
Stein-leventhal，副腎性器症候群， turner症候群
等の治療に言及した。 
②では主に機能性出血と切迫流産について論じ， 
まず内分泌的な不正出血を治療方針と病理発生の面
から黄体機能を基準として， a)黄体機能健全型出.
血， b)黄体機能不全型出血， c)黄体機能欠除型出
血に分け， a)には排卵期出血，月経前期出血，月
経後期出血， 卵胞期短縮の多発月経等が属し， B. 
B.T.が二層性で、エストロゲンのみの投与でよいこ
と， b)には黄体期短縮の多発月経，黄体期延長の
過多月経， inegular ripeningの出血，切迫流産等
が属し， B.B.T.の高温相が異常でゲスタゲンの補
充や衝激的投与に要すること，めには腺嚢性増殖
や無排卵周期が属し， B.B.T.がー相性で，ゲスタ
ゲンまたは Kanfmankurを要するととを述べ，
ついでに経口ゲスタゲンの特性と適応について，ま
た切迫流産に対するゲスタゲン投与の問題に言及し 
た。
③では，ホの性器外作用の部として，月経困難症
の排卵抑制法，受胎防止，乳汁分泌抑制，更年期障
害，等について論じ，性器作用としては，老人性若
年性睦炎，陳欄等について論じ，各種ステロイドの
中枢作用の強きゃ，最近話題のエストリオールにつ
いて諸家の成績を比較しながら，その投与量につい 
て論じた。
